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シーティングにおける「痛み」の評価

• 車椅子駆動能力を評価するために開発しました。

• 第5回、6回日本シーティング・シンポジウムで提案

しました。



はじめに

• 車椅子駆動能力を評価する方法としては、FIM

下位項目で15m駆動の可否1)、 Wheelchair 

Skills Test2,3)で10m駆動の可否がある。

• 学術局では様々な疾患に対応できる車椅子駆動

能力の評価方法として、5mの 駆動時間を計測

する手法を開発した4)。



方 法

• スタートは静止した状態から行う。

• 被験者はできるだけ速く駆動する。

• 計測の目印はキャスターの接地点とする。



注意点

• 駆動能力が高い方の場合、スタート時の後方転倒

に注意する。

• 計測前に被験者の能力に応じて練習や確認を行う。

• 計測は可能な限り複数回行い、最速値を採用する。



おわりに

発表(論文・学会など)において

車椅子5m駆動時間計測(JSSC版) を使用した際は、

その旨を明記するようお願いいたします。
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